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　　　　　　　りLecithinの水解条件に関する定量的な槍討が
Cholin測定法に関連して多くの研究者により追
求せられたが，その結果Lecithinの定量的水解
・法として現在次の3法hX　一・般に試行されるに至っ
た。
　　　　　曾
　　　1）　Ba（OH’，一アルコール法（或いはBa〔OH）e一
　　　水法）
　　　2）　NaOH：一アルコール法
　　　3）HC1一メタノeル法
　第1法はWilliams，　Erickson等（1938）1），（1940）
2），Entenman等（1944）3），　Sperry（1948）4），及び
Mackibbin等（1949）b）により，第2法はBrante
（1940）6），Schmidヒ（1946）7）及びHack（1947）S）によ
り，　鮮ぎ3氾曾ま　Thannhauser　会華（1936），　（1939）9・），
Brante（1940）6）及びArtom（1943）10），により定量
的Lecithin水解法として推奨されている。著者は
種々なる燐脂質の水解条件の検討に際して，先ず
Pangorn法（1951）11）により純粋分離せるLecithin
製品について前記3法の比較検討を試みた。
　　　　　　　中野方法並びに成績
Lecithinの純埣分離並びにその分析；
　1」ecithinは卵黄よりPangborn法（1951）11）により純粋
分離された（収量13％）。その分析はP：Fiske－Subbatow
法12、，N：Micro－1（jeldahl法，コリン：Thannhauser法9♪，
グリセリン：Blix法IP・），ゴラミン及びセリン：坂上・中畑
法④，また沃度数：安田法15）により試行された。その結果
は第1表の如くである。
　水解方法
　1）HCI一メタノール法：Thannhauser法（1939）9）1こ従
い，一定量の試料に6N－HCI一メタノ…ル5．O　ccを加え，：水
浴上で4時間還流する。永解液はNaOH上にて室温にて
減圧乾燥後，残｝査は少量（5～10cc）の蒸溜水に溶解，ほぼ
同量の石油エーテルを加えて数回麗絆して脂酸を除去した
1）　Williams，　H．　H．　et　al．：　」．　Bio！．　Chem．　123，　111
　（1938）．
2）　Erickson，　B．　N．　et　al．：　」．　Biol．　Chem．　135．　671
　（1940）．
3）　Entenrnan，　C．　et　al．：　J．　Biol．　Chem．　155，　13（1944）．
4）　Sperry，　W．　M．　＆　Brand，　F．　C．　：　Federation　Proc．
　7，　191　（1948）．
5）　Mackibbin，　J．　M，　＆　Taylor，　W．　E．　：　」．　Biol．　Chem．
　178，　17　（1949）．
6）　Brante，　G．：　Biochem．　Z．　305，　136（1940）．
7）　Schmidt，　G．　et　al．：　J．　Biol．　Chem．166，　505　（1946｝．
8）　Haek，　M．　H．：　J．　Biol．　Chem．　169，　137（1947）．
9）　ThannhaUser，　S．　J．　et　al．：　J．　Biol．　Chein．　129，　709
　　（1939＞．　一10）　Arton，　C．　＆＋　Fishinan，　W．　H．：　J．　Biol．　Chem．　148，
　　465　（1943）．　’11）　Pangborn，　M．　C．：　J．　Biol．　Chem．　188，　471（1951）．
12）　Fiske－Subbarow：　J．　BioL　Chem．　66，　375（1925）．
13）　Blix：　Microchimica　acta　1，　75（1937）．
14）叛上・中畑；札幌医誌5，36（1954）．
15）安田：J．Bio1．　Chem．94，401（1931－32＞．
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第1表しecithin製晶の分祈値
i分析値　理論値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
i　〔％）　　　　（％）
　　　P
　　N
グ　リ　セ　リ　ン
コ　　　リ　　　ン
コラミン及びUリン
3．65
1．61
10．91
14．48
0
4．00
1．81
11．89
18．02
0
頒値×100
理論値
91．3
88．9
918
80．3
e
　1註］理論値はStrearyl－Oley1－Glycerophosphoryl・Cho’
　　　line（分子量774）として計算さる。コリンは塩酸塩
　　　（分子量13a6）としての値である。
後，Beattie法（1936）16）に従い飽和ライネック塩煙1ccを
加え氷室に一晩放置し，吸引濾過，冷水並びに無水アルゴ
ールにて充分心際後，沈澱残渣を一定量のアセトンに溶解
比色定量する。
　2）N・OH一アル・一・・法・A）B・ant・法（1940）6）に従
い試料に無水ア・・コー・レ10・c及び2N－NaOH・2・5　ccを加
え1時心弛流せる後，HC1一メタノールを加えて酸性となし，
室温にて激圧乾宿せしめたる後，前記と同様の操作にてコ
リンを比色定量する。
　B）試料に無水アル＝一ル12cc及び飽和NaOH液1
ceを加えA）同様の操作を行う。
　C）試料にN－N・OH一ア・レ・一・レ液5・Occを加え37℃に
24時聞放置後，A）同様の操作を行う。
　3）Ba（OH）2一アル］｛ル法：Chaikoff等の方法〔1944）3）
に従いアルコー・2v・5　cc及び飽和Ba（OH）L）液15　ccを試料
に加え2時囲還流し，6N－HCI　1．7　ccを加え酸性となし以
下同様の操作にてコリンの測定を行う。
　以上の種々なる水解法により乳離されたコリンを測定し
た結果は第2表の如くである。
第2表各種水解法における・リン値の比較
水解法猿條ﾔ
（1）　　4
　　　　〃
　　　　〃
（IIA）11
　　　（IIB）　1
（・・G）i24
（111）12
???
100
11
?
?
?
37
100
試料
（mg）
3．73
6．4
7．04
6．4
6．4
6．4
6．4
　コ　リ　ン
糟炉％
O．55
0．85
1Ds
O．82
0．84
0．86
0．46
14．48
13．28
14．91
1281
13．13
13．41
Z19
分析値×1GO
理論値
91．2
85．0
95．4
82．0
84．0
85．8
46．0
駐】何ずれも数回の測定の平均値である。
　　　　　　　　　　考　　　按
　燐脂質中のコリンの測定にはBa〔OH）2一アルコール法，
NaCH一アルコール法及びHCI一メタノール法が多くの研究
者により使用されているが，これ等3法の優劣に関しては
若干の異論がある。
　Williams等（1938）DはNaOH・水或いはHCI一：水による
燐脂質の墨継は不充分であり，Ba（OH）2一アル＝一ル法のみ
がLecithinを完全に水解して，コリンの最高値を示すと
報告している。さらに．Bu11（1939）17、，　chaiko倒1944）3）及
びMackibbin（1949）5）は燐i脂質の：水解1こHCI一メタノール
法は不充分であるとして，Ba（OH）L｝一アルコール法を推奨し
ている。Thannhauser等（1939）f））はHCI一メタノール法が
燐脂質の完全水解，従ってまたそのコリン定量酌測定に最
も優秀な方法であり，アルカ1）水解法は中和の際多量の塩
が析出するためにコリンの完量的磯目を困難ならしめると
述べている。Bran七e（1940）e）はNaOH一アノしコ．一ル法が燐
脂質中の＝リン測完にHCI一ナタノール法に匹敵する優秀
性を示し，特に脳髄プロタゴン中のコリン測定には後者は
不充分であり，前著によってのみ最高のコリン値を得ると
主張している。大野は家兎肝燐脂質及び大豆燐脂質につい
て3法の優劣を比較した結果，3法ともに同程度の優秀性
を有することを認めた。
　しかしながら従来使用されている燐脂質は混合物であっ
　て純粋な製品ではないので，著者は先ずLeeithinの純
粋なる製品を分離し，これについて3水解法の比較検討せ
んと欲したのである。従来Lecithinの純度はP／N比並
びにコリンノN比が1でアミたNを全く含まないことが規
準とせられていた。著老の分離せるLecithinは第1表の
分析結果より明白なる如くP，N，コリン及びグリセリンの
比が大略1であり，コラミン及びセリンを全然含まないの
でこの規準に合致しCephalinを含まない純粋のLecithin
と見なし得る。しかし理論値と比較せばこれ等の構成分は
何れも90％を占めるのみであり10％の非燐脂質性混在物
が存することを示す。著者の製品はP、・Or）の下で50℃にて
減圧乾燥せしめ，恒量となれるものを分析に供したので，
水の混在は除外し得る。この理論的との不一致の点は，
Leeithin中の脂酸がより長鎖脂酸であるためかも知れな
し・。
　　この純Lecithin製品を用いて3水解法を比較した結果
は第2表の如くHCI一メタノール法がコリンの最高値を示
し，NaOH一アル＝　一一ル法はA），　B）及びC）法何れもこれに
次ぐ値で両法はほぼ満足すべき結果を与えたが，Ba（OH）、・“
16）　BeaCtie，　F．　」．　R．：　Bioehem．　」．　30，　1554（1936）．7）　Bull，　H．　G．：　The　Biochemistry　of　the　Lipides
　　（Mineapolis，　1936）．
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ア．泣Rール法は前者のほぼ50％のコリン値を示すにすぎ
ず，全く不充分であることが明白となった。
結 論
　卵黄よりPangborn法（1951）11）により分離した
Lec．ithin製品　（P：N：コリ　ン：グリセリ　ンニ1：1：
0．9：1）について遊離コリシ測定法によりHC1一メ
タノール法，NaOH一アルコール法及びBa（OH）2一
アルコール法の3水解法を比較検討せる結果，
Hq一メタノール法が最も優秀であり，NaOH一アル
コール法がこれに次ぐ満足すべき’結．果を得たが，
Ba（OH＞2一アルコール法は前2者の約50％のコリ
ン値を示すに過ぎず純Lecithinの水解法として不
充分なることが認めら．れた。
（日召禾030．4．　＝≧0受．付）
Summary
　　　Lecithin　preparation（glycerol＝phosphorus：nitrogen：cholin二1：1．：1：0．9）was　isolated
from　the　egg　yolk　by　the　Pangoorn’s　method．　Using　this　preparation，　three　hydroly．sis
procedures　were　compared　quantitatively　on　the　choline　de’termination・．
　　　It　was　substantiated　that　the　H：Cl－methanol　was　most　excellent，　and　the　NaOH－ethanol
method　was　also　available　bllt　the　Ba（OH）ゴethanol　method，　providing　only　50％of　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キtheoretical　chline　value，　was　found　to　be　inadeqqate　as　a　quantitative　hydrolysis　method
of　an　almost　pure　lecithin　preparation．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Apr．20，1955）
